
 
 

京都府改訂版レッドリスト 2021（哺乳類・鳥類） 
 

令 和 ３年 ５月 ３１ 日 

府 民 環 境 部 
自 然 環 境 保 全 課 
( 0 7 5 - 4 1 4 - 4 7 0 6 ) 

 
 京都府では、府内における絶滅のおそれのある野生生物をとりまく状況の変化をふまえ、分野

ごとに順次調査を実施し、レッドリスト※の改訂を進めることとしています。 

 このたび、令和２年度末に調査が終了した「哺乳類」及び「鳥類」について、以下のとおりレッドリ

ストの改訂を行いました。 

  ※レッドリスト・・・絶滅のおそれのある野生生物種をとりまとめたリスト 

 

１ 改訂の概要 

 哺乳類 鳥類 

カテゴリー 
今回

（2021） 

前回

（2015） 
増減等 

今回

（2021） 

前回

（2015） 
増減等 

絶滅種 

（府内で絶滅した種） 
２種 ２種 

ランクアップ 

０種 

ランクダウン 

５種 

新規 

１種 

リスト外 

１種 

０種 ０種 
ランクアップ 

14 種 

ランクダウン 

２種 

新規 

７種 

リスト外 

 １種 

絶滅寸前種 

（絶滅の危機に瀕してる種） 
５種 ９種 １５種 ８種 

絶滅危惧種 

（絶滅の危険が増大している種） 
７種 ６種 ４９種 ４８種 

準絶滅危惧種 

（存続基盤が脆弱な種） 
８種 ７種 ４８種 ５０種 

要注目種 

（動向を注目、情報不足な種） 
５種 ３種 ２種 ２種 

合計 ２７種 ２７種  １１４種 １０８種  

 

２ 特徴 

（１） 哺乳類 

○ ツキノワグマに関しては、府下には丹後個体群と丹波個体群の２つがあるが、両個体群

とも個体数が増加している状況であり、絶滅寸前種から要注目種に変更した。 

○ コウモリ目の多くで新たな生息場所が発見され、カテゴリーのランクが下がった。 

 

（２） 鳥類 

○ シカ害により下層植生への影響や、水辺における中州やヨシ原の変化など、生息環境

の悪化が原因と思われる観察個体数や営巣数の減少が見られ、14 種でカテゴリ―のラ

ンクが上がった。  



＜参考＞ 今回の改訂で注目される種 

（１）哺乳類 

 

 

 

 

ツキノワグマ （食肉目クマ科） 

 ［前回］絶滅寸前種 → ［今回］要注目種 

近年の個体数増加をふまえ、絶滅寸前種から要注目種に変

更。 

 
 

 

 

 

ヒミズ （食虫目モグラ科） 

 ［前回］リスト外 → ［今回］準絶滅危惧種 

シカにより本種の生息場所である山林の下層植生が衰退し

たため、新たに準絶滅危惧種とした。 

  

 

 

 

 

 

キクガシラコウモリ （翼手目キクガシラコウモリ科） 

 ［前回］準絶滅危惧種 → ［今回］リスト外 

出産哺育集団を含め、広く府内での生息が確認されたため、

リスト外とした。 

  

 
 

（２）鳥類 

 

 

 

 

コアジサシ （チドリ目カモメ科） 

 ［前回］絶滅危惧種 → ［今回］絶滅寸前種 

この間、木津川の繁殖個体群の繁殖情報がほぼなく、絶滅

寸前種とした。 

 

 
 

 

 

 

 

シロチドリ （チドリ目チドリ科） 

 ［前回］絶滅危惧種 → ［今回］絶滅寸前種 

北部海岸や木津川河川敷における繁殖情報がほとんどな

く、繁殖個体群の状況から絶滅寸前種とした。 

 
 

 

 

 

コマドリ （スズメ目ヒタキ科） 

 ［前回］リスト外 → ［今回］絶滅危惧種 

かつて繁殖の可能性が高いとされたエリアで現在は見られ

なくなった。近県でシカ害による尾根筋のササの激減が原因と

の報告あり。 

 
 

 

 

 

 

チュウヒ （タカ目タカ科） 

 ［前回］絶滅危惧種 → ［今回］絶滅寸前種 

規模の大きいヨシ原を飛翔している冬鳥として少数ながらよ

く観察されていたが、今回、観察記録がほぼなく、絶滅寸前種

と判断した。 

  



 

 

京都府改訂版レッドリスト２０２１ 

 

＜哺乳類 ２７種＞ 

 哺乳類については、今回の改訂より、ランクが下がった種が５種、新規に掲載された種

が１種、リスト外に移行された種が１種であった。また、種名を川田他 2018に準じて統一

したため、８種で変更した。 

 

絶滅種（２種） 

オオカミ、ニホンカワウソ 

 

絶滅寸前種（５種） 

クロホオヒゲコウモリ、ヒナコウモリ、コテングコウモリ、オヒキコウモリ、 

ニホンカモシカ 

 

絶滅危惧種（７種） 

ミズラモグラ、カワネズミ、コキクガシラコウモリ、▽ユビナガコウモリ、 

▽テングコウモリ、☆ニホンモモンガ、☆ニホンヤマネ 

 

準絶滅危惧種（８種） 

アズマモグラ、○ヒミズ、☆ニホンジネズミ、▽モモジロコウモリ、 

☆ホオジロムササビ、スミスネズミ、ハタネズミ、☆カヤネズミ 

 

要注目種（５種） 

☆シントウトガリネズミ、▽ヤマコウモリ、☆ニホンザル、☆アカギツネ、 

▽ツキノワグマ 

 

 

※リスト外に移行した種（１種） 

キクガシラコウモリ 

 

 

 

 

 

 

 

凡例 

△： アップリスト種 

▽： ダウンリスト種 

○： 新規掲載種 

☆： 和名変更など 



 

 

＜鳥類 １１４種＞ 

 鳥類については、今回の改訂より、ランクが上がった種が 14種、ランクが下がった種が

２種、新規に掲載された種が７種、リスト外に移行された種が１種であった。 

 

絶滅寸前種（１５種） 

ウズラ、オオハクチョウ、カラスバト、△ヨシゴイ、ミゾゴイ、△シロチドリ、 

△コアジサシ、カンムリウミスズメ、△チュウヒ、イヌワシ、コノハズク、 

△コミミズク、ブッポウソウ、△マミジロ、△クロジ 

 

絶滅危惧種（４９種） 

△コハクチョウ、クロガモ、ヒメクロウミツバメ、コウノトリ、△ササゴイ、クロサギ、

クイナ、ヒクイナ、△カッコウ、ヨタカ、ヒメアマツバメ、ヤマシギ、アオシギ、 

ハリオシギ、オグロシギ、オオソリハシシギ、ホウロクシギ、ツルシギ、 

コアオアシシギ、ソリハシシギ、トウネン、オジロトウネン、ヒバリシギ、△ハマシギ、

タマシギ、ツバメチドリ、ミサゴ、ハチクマ、オジロワシ、ハイイロチュウヒ、ツミ、

オオタカ、サシバ、クマタカ、オオコノハズク、トラフズク、アカショウビン、 

ヤマセミ、オオアカゲラ、チョウゲンボウ、コチョウゲンボウ、ハヤブサ、 

△ツリスガラ、○コヨシキリ、△トラツグミ、○コマドリ、△コルリ、コサメビタキ、

○ホオアカ 

 

準絶滅危惧種（４８種） 

ヤマドリ、オシドリ、シマアジ、トモエガモ、シノリガモ、ホオジロガモ、ミコアイサ、

カワアイサ、カイツブリ、アオバト、オオハム、○シロエリオオハム、ヒメウ、 

○アマサギ、チュウサギ、ジュウイチ、ツツドリ、タゲリ、ムナグロ、イカルチドリ、

セイタカシギ、オオジシギ、チュウジシギ、チュウシャクシギ、アオアシシギ、 

クサシギ、キアシシギ、イソシギ、ウズラシギ、ハイタカ、ノスリ、フクロウ、 

アオバズク、アリスイ、アカゲラ、チゴハヤブサ、▽サンショウクイ、サンコウチョウ、

コクマルガラス、○キクイタダキ、○ヤブサメ、ゴジュウカラ、キバシリ、 

▽コムクドリ、クロツグミ、ムギマキ、ハギマシコ、イスカ 

 

要注目種（２種） 

オオミズナギドリ、ウミネコ 

 

 

※リスト外に移行した種（１種） 

オオバン 

凡例 

△： アップリスト種 

▽： ダウンリスト種 

○： 新規掲載種 

☆： 和名変更など 


